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小川一成
●励ます会入会のおすすめ
守谷に生まれ守谷で育ち、世界を見て歩いて来

た－人の青年が、いま、21世紀の守谷のために

走りはじめました。

21世紀に備えたまちづくりをするべく重要な時

期であればこそ、小川一成君のような実行力と

親しみやすさを兼ね備えた若き政治ランナーが

必要です。

私たち守谷町民のために、いま、あなたの熱き

ご支援を必要としています。ご入会を心からお

願い申し上げます。励ます会一同

●｢小川一成励ます会｣規約
名称●｢小川一成励ます会｣と称します。

目的●この会は、小川一成の政治活動を支援し同君

と共に明るく、住みよい守谷町をつくるため

努力し、その目的達成のため、講演会・研究

会などの事業を行います。

組織●この会は目的に賛同する者を会員として誼織
します。

役員●この会には会長1名、役員若干名をおきます菖

事務所●この会の事務所は守谷町内におきます。

運営●この会の運営は規約により行い、規約にない

事項は役員会で決めます。

経費●この会の経費は寄付金その他の収入をもって

あてます。
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小川一成 〒302-01北相馬郡守谷町甲3449電話0297̂8~̂1''●励ます会事務所●
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好きです守谷。
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人と自然にやさしいまちづくり■■■■■■ロロロロロロロ■
住みよいまちから

住みたいまちへ

ここが芯､るさと して“どうしたら人口'0万人以内に抑えることがで

きるのか”を今から考えておかなければなりません。

都心から38kni圏の守谷町が常磐新線と高速道路の

地の利を得て、交通網の充実が図られたときには、

人口'0万人にとどまらず'5万、20万人とふくれあが

ることは確実です。

しかし、その人口を抱えては自然と調和のとれた

快適な生活は望めません○今から、そうしたことを

想定し、きちんと対応できる柔軟性が必要なのです

'0万人都市が現実化してからでは遅すぎます。

私は今後も町民の皆様と共に“人と自然にやさし

い守谷のまちづくり”をめざして頑張ります。ご支

援の程をよろしくお願い致しま式

いよいよ常磐新線が本格的に始動します。

れに伴い守谷のまちづくりも新しい局面を迎える

とになります。言い換えれば、かつてのまちづく

ではとうてい成し得ない未知への挑戦ともいえま

。あらゆる可能性を模索し、英知の限りを尽くし

まちづくりに取り組むことが必要です。一度過ﾅﾆ、

してしまえば、自然も人の心もなかなか元には戻

ません。自然の形を変え、自然に報復されてかP，

は遅すぎます。その意味からも今後のまちづく↓

原点は“どこを開発するかではなくどこを残すか"そ

好Iき’で'すl守Iぅ谷｡I 三

』

私
た
ち
の
住
む
守
谷
町
は
：
決
し
て
大
き
な
町
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
的
な
人
口
導
入
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
、
さ
ら
に
自
然
と
の

調
和
を
第
一
に
考
え
た
、
水
と
緑
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
町
民
の
皆
様
の
行
政

ニ
ー
ズ
は
益
々
多
様
化
・
高
度
化
す
る
一
方
で
す
。
そ

の
一
つ
に
『
都
市
型
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
（
あ
る
い
は
第
２
の
ふ
る
さ
と
）
と
し
て
の
〃
ふ
る
さ

と
ま
ち
づ
く
り
〃
』
と
も
い
う
べ
き
欲
求
が
、
町
民
の
皆

様
の
心
の
基
調
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
従
来
の
パ
タ
ー
ン
で
は

何
一
つ
あ
て
は
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、

将
来
を
見
据
え
た
斬
新
な
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
『
い
ま
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
』
を

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

守
谷
町
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
に
あ
ふ
れ
た
町
で
す
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
堂
々
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
だ
と

思
い
ま
す
。

守谷町は可能'性に

あふれたまち

淵職

●
常
磐
新
線
の
早
期
着
工
と
周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を

●
新
庁
舎
周
辺
整
備
と
跡
地
の
有
効
活
用
を
図
れ
／
、

●
工
業
団
地
の
整
備
と
財
政
基
盤
の
確
立
を

●
常
総
運
動
公
園
に
お
け
る
総
合
体
育
館
と

温
水
プ
ー
ル
の
早
期
着
工
を
／
・

●
旧
来
の
町
名
を
用
い
た
住
居
表
示
を

●
緑
の
保
存
樹
木
と
保
存
樹
林
制
度
を
導
入
せ
よ

●
国
際
化
に
向
け
て
姉
妹
都
市
の
締
結
を

●
火
葬
場
建
設
計
画
は
地
元
住
民
と
充
分
な
討
議
を

●
北
園
松
並
木
の
保
存
と
育
成
を

●
住
民
の
立
場
に
た
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

●
水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
化
を
図
れ

●
第
Ｂ
次
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
の
参
加
が
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

●
緑
の
現
況
調
査
を
し
、
巨
樹
老
木
の
保
存
を
図
れ

●
愛
宕
中
学
校
の
図
書
室
を
早
期
に
建
設
せ
よ
／
、

●
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
中
高
生
の
海
外
研
修
を

●
老
人
福
祉
と
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

●
み
ず
き
野
地
区
に
消
防
署
を
早
期
着
工
せ
よ
／
、

●
図
書
館
の
早
期
建
設
を
／
、

●
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
早
期
着
工
を

●
ア
イ
デ
ア
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
活
用
を
図
れ
／
、
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